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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 〇全国平均とほぼ同程度または上回った種目 

⇒・握力 ・反復横とび ・50ｍ走 

・立ち幅とび・ソフトボール投げ 

・20ｍシャトルラン 

〇全国平均を下回った種目 

⇒・上体起こし ・長座体前屈 
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〇「運動が好き」と回答する子どもの割合 

⇒ R7 男子 80% 女子 54.8% 

〇「体育の授業は楽しい」と回答する子どもの割合 

⇒  R7 男子 91.4% 女子 77.4% 

男女差はあるが、「運動が好き」「体育の授業

は楽しい」と楽しみながら体を動かしている様子

が伺える。今後も、運動の楽しさや大切さを実感

できる場を創出していきたい。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

  〇学校アンケートを活用した、取組の評価 

  〇地域講師による、運動に関する出前授業の実施 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

〇体育の学習の中で、「分かっ

た」「できた」を実感しながら

主体的に運動に取り組める授業

づくりを行う。 

〇用具の充実や場や授業展開の工

夫により、運動量を確保する。 

〇一人一台端末を活用し、自身の

動きを客観視しながら、技術を

向上させる。 

〇準備体操で縄跳びを活用する。 

〇低学年から学習用具の準備の適

切な指導を行う。 

〇食育クラスルームを活用し、食に関

する興味関心を高めると共に、望ま

しい食生活について考える機会を創

出する。 

 

〇保健だよりや各種健康診断を通し

て、自身の体について考えるととも

に、望ましい生活習慣を考える機会

を創出する。 

 

〇発達段階に応じた性に関する指導を

充実させる。 

〇児童委員会を中心とした、スポーツ 

イベントの充実により、楽しみながら 

運動できる機会を創出する。 

 

〇学級の係活動等で、自発的な運動遊び 

 を推進する。 

 

〇ドッジボールコートの常設など運動遊びを支

える教材教具の整備、充実を図る。 

 

外遊びを奨励し、多くの児童が、「鬼ごっこ」な

どの走る運動、ボール遊びなどを日常的に行ってい

ることで、多くの種目について男女ともに全国平均

を上回る結果となったと考えられる。 

一方で、上体起こし長座体前屈は全国平均を下回

っているため、体育の準備運動等で継続的に柔軟性

を高める運動を取り入れていくなどの工夫が必要で

ある。 


